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研究成果の概要（和文）：多神教国（日本、タイ、台湾、インド）及び啓典宗教国（トルコ、イタリア、ロシ
ア、アメリカ）からなる８か国４千人以上を対象にした社会調査の分析結果を確率モデルに基づいて統計学的に
分析し、諸国民の信念や態度の構造を実証的に分析した。その結果、宗教的信念は国による質的な差はなく量的
な違いのみがあるような共通の１次元の構造となり、各国共通指標である「宗教度」が得られた。宗教度は、神
秘体験を主として個人的な特性によって決定され、主観的幸福感や自己愛性やウェルビーイング、嬉しい体験、
ボランティア等の社会活動、美術館・クラシック音楽などの文化的行動、戦争に関連する態度、他宗教への態度
（多元主義）と関連がある。

研究成果の概要（英文）：We have conducted statistical analysis based on probabilistic model with 
results of social survey in which more than 4,000 people in 8 countries responded, including 
polytheism countries (Japan, Thailand, Taiwan, India) and countries of Abrahamic religions (Turkey, 
Italy, Russia, USA), to detect a structure of the beliefs and attitudes of the people based on 
empirical evidence. Internal religious beliefs can be represented by a common one-dimensional 
structure where only qualitative differences but no quantitative difference exists. We have 
developed “religious degree”, which is common among all countries. The religious degree is 
determined mainly by personal characteristics such as mystical experiences, and it is related to 
social activities such as subjective happiness, self-love and well-being, happy experience, 
volunteer, cultural behavior such as visiting to museums/classical concert, attitudes towards war 
and towards other religions (so called pluralism etc.).

研究分野：宗教学
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１．研究開始当初の背景 
宗教研究において、「多元主義」という用語
は宗教の神学・哲学的研究と宗教の実証的・
社会学的研究とでは内容は異なる。神学・哲
学的研究における多元主義は、Ｊ・ヒックに
代表されるように唯一の「究極的実在」「神
的実在」を根柢に据える。対して、実証的・
社学的研究は種々の宗教が多元的に存在し
ている事実的状況を意味する。つまり、これ
まで理論的考察と実証的考察とが、別々に行
われてきたことを表している。本研究は、理
論的研究と実証的研究とを相互に関連させ、
現代宗教の多元的状況を分析したい。 
ヒックを代表とする多元主義の問題点は「真
実在の根本的同一性を理解したことで信徒
が寛容になった」という手続きにある。なぜ
なら、教義的な共約不可能性を解消できるほ
どに真実在を会得することは、通常は常人の
域を超えていると判断すべきだからである。
これは、理論的研究においてもすでに指摘が
為されている。星川が翻訳を手がけたＪ・ボ
ヘンスキーは「神」という語を「名」と「記
述」に分け「神」が名であるのかそれとも記
述であるのかを決定するには、宗教的言説の
使用者の認識論的事情を考慮しなければな
らないという。つまり、「名」とは神を直示
的提示したものであり、Ｇ・リンドベックの
いう「認知‐命題型」に対応する。それに対
し、直示的提示に直接かかわらなかった信徒
が神の話を聞くことを「記述」とし、リンド
ベックのいう「文化‐言語型」に対応する。
リンドベックの「文化‐言語型」は不可知論
に支えられており、ボヘンスキーは信徒のほ
とんどが現状では神を実際には体験してい
ないと結論付けている。 
上記のような多元主義の問題は、すでにデー
タでも示されている。一例として、弓山・渡
辺らによるこれまでのいくつかの実証調査
がある。例えば、2011年に実験計画的に合成
された宗教的体験談を評価させる実証調査
を日米で行ったところ、回答者の多くは宗教
的体験談の受け入れについて、社会的文脈に
左右された非一貫的な判断を下しており、多
元主義者でもその非一貫的判断の傾向に差
は無かった。ちなみに、社会的文脈にかかわ
りなく一貫性を示したのは、自分の信念に反
対するものを一貫して拒絶する排他主義者
だけであった。 
上述 2 点は、理論研究における「多元主義」
が理想であり、虚構に過ぎない可能性を示唆
している。そこから、今後の理論研究が検討
すべき戦略は、二つある。第一は、「寛容」
に代わる力点を用意することである。第二は、
その力点を支える支点として、従来強調され
てきた「究極的実在」「神的実在」に代わっ
て、「生命主義的救済観」や「スピリチュア
リティ」に可能性を見出すことである。 
２．研究の目的 
現代の宗教研究は、社会の要請と一体となっ
て「寛容」を重視する方向にある。「寛容は

良いこと、非寛容は悪いこと」というのが社
会的通念であり、「非寛容＝排他」というよ
うに理解されてきた。しかし、”exclusivism”
を「排他主義」と訳すことには政治的意図を
読みとることもでき、“exclusivism”を「自
分の宗教に専心する」という意味で「専心主
義」と訳すことも可能である。「自分は自分
の宗教に専心する」ことは、他宗教の信徒に
もその権利を認めることになる。つまり、対
外的に他宗教に対して、内容的にも形式的に
も寛容になることに繋がる。しかし、社会的
文脈にかかわりない一貫性を示したのが排
他主義者だけであることに鑑みると、単に専
心主義と読み替えただけでは「他宗教の信徒
にもその権利を認める可能性」などない。本
研究では、そのような排他主義に陥りやすい
極端な信徒ではなく、「緩やかな信徒」の専
心主義に注目する。2012 年の日本での調査
データによれば、多くの信徒は神などの「真
実在」についての存在論的な質問に「分から
ない」と答え不可知論のようなスタンスをと
っている。このような「緩やかな信徒」こそ
が信仰者の大多数を占める多数派なのであ
る。このタイプの信徒は、特定宗教への専心
性を持ちつつも、緩やかなるゆえに他宗教へ
非寛容になる必然性も低い。つまり、緩やか
な専心主義を中心に据えることで、強いて寛
容を目指すことなく結果的に寛容的である
のと同様の成果が得られると期待できる。こ
のように考えれば、神などの宗教的真理・真
実在について、不可知論的で専心主義な立場
からの緩やかな理論構築は、まさに宗教共存
のための支点となるだろう。 
そこで重要な示唆を与えるのが、對馬・島薗
の「新宗教の思想は民衆の漠然とした宗教意
識を体系化している」という「生命主義的救
済観」や島薗・弓山の「スピリチュアリティ」
の研究である。それは、「緩やかな信徒」の
現実に即しており、もしその宗教性が国際的
に普遍的であることを示すことができれば、
研究者目線の「究極的実在」「神的実在」に
代わって、宗教が多元的かつ平和裏に共存す
るためのより現実的なパースペクティブを
提供できるだろう。 
また、従来知られていなかった新たな宗教性
を発見することも可能である。例えば、上述
の日米調査では、生命主義的救済観と歴史宗
教・終末的根本主義・対抗文化主義とは二項
対立ではなくむしろメタ構造に調和的に包
摂されることが明らかとなった。より広範な
国際的実証研究の中で、より大きな構造が発
見されることが期待される。また、日米調査
では、大村(1990)の「真宗Ｐと真宗Ｃ」の指
摘のように、教義と信徒の宗教概念との間の
かい離が検証された。ここで、真宗Ｃは生命
主義的救済観に近いと言える。このような信
仰者の実態に即した宗教性の構造抽出も期
待される。 
３．研究の方法 
世界の宗教研究の多くは、理論・実証ともに



欧米のキリスト教をもとに発展してきた。世
俗化論や合理的選択理論から欧米の宗教状
況が理論化され、数十カ国が参加するヨーロ
ッパ価値観調査、世界価値観調査、ISSP
（International Social Survey Program）
調査などで宗教の実証的な国際比較調査・計
量分析が行われている（Hill and Hood1999, 
R. Inglehart & W. Baler 2000、L. Halman & 
V. Draulans 2006,R. Finke & A. Adamczyk 
2008）。しかし、キリスト教の伝統と大きく
異なる日本においては、理論・実証ともに宗
教概念や専門用語が異なるため（例えば「神」、
「宗教」、「スピリチュアリティ」）、単純な翻
訳では等価な概念を見いだすことが困難で
（真鍋 2003）、何らかの工夫をしなければ、
日本の宗教を世界の宗教研究の中で的確に
論じることはできない。そこで本研究は、「漠
然とした宗教意識」において普遍的に共有さ
れる宗教概念と、逆に各国ごとに特徴的な宗
教概念との候補を整理することから始める。
そのため、宗教教義や学術的な宗教理論を文
献や事例から収集し、情報技術（IT, 
Information Technology）を活用することで、
多くの教義や宗教理論に含まれる複数の宗
教概念間の関係を一貫したデータベースに
整理する。次に、質問文をデータベースに格
納し、宗教概念と質問の相互関係を整理する。 
上記のように宗教概念に対応した質問項目
を確定して、世界各国で定量調査を行なうこ
とで、宗教意識の普遍性と特殊性に関するデ
ータを収集する。 
このように、本研究のような多国に渡る国際
比較では、今までの宗教理論が想定していな
い全く新しい普遍性・特殊性の発見が期待で
きるとともに、逆に先行諸理論が提起してい
た宗教概念・宗教性の間の相互関係を検証す
ることもできるだろう。 
宗教概念データベースが、このような各宗教
の教義や学術的な宗教理論などの諸概念と
共に生命主義的救済観の特徴概念と、さらに
はそれらの相互関係とを格納しているので、
効率的で一貫した分析とその後の「多元主義」
の理論的検討の接続が可能となる。 
多神教国（日本、タイ、台湾、インド）及び
啓典宗教国（トルコ、イタリア、ロシア、ア
メリカ）からなる８か国４千人以上を対象に
した社会調査の分析結果を確率モデルに基
づいて統計学的に分析し、諸国民の信念や態
度の構造を実証的なエビデンスに基づいて
分析した。 
４．研究成果 
内宗教的信念は、国による質的な差はなく量
的な違いのみがあるような共通の１次元の
構造となる。すなわち、ある教義的な内容（宗
教的信念要素）をある人が信じるかどうかの
確率が、その宗教的信念要素の難易度（どの
程度信じられ易いのかという確率）と、その
人の宗教度（どの程度信じやすいのかという
確率）によって決定される 1次元の単純な数
式を導出でき、その数式構造は各国で共通で

ある。そこでは、「この世のあらゆるものは、
目に見えない力により相互に関係しあって
存在している」などの具体的または倫理プラ
ス超越という要素は難易度が低くなり誰で
も賛成しやすいが、「世界が不完全であるこ
とには、むしろ聖なる意味がある」などの抽
象的または超越的な要素や「宗教的儀礼にお
いて、食物を食べることで、神とつながるこ
とができる」などの「前近代的」な要素は難
易度が低くなり、宗教度の高い人でないと信
じることは難しい。そして宗教度は主として
個人的な特性によって決定され、特に大きい
のは神秘体験の効果である。 
 ここで、近代的宗教概念の影響を受けてい
るはずの大卒者（インテリ）であるかどうか
は、「前近代的」なものも含めた宗教教義的
な信念の構造（質）にも量にも影響をしない。
1 次元の共通構造が存在しかつそこに近代的
教育成果が関係しないというこれら結果は、
宗教概念批判にネガティブな社会科学的エ
ビデンスであるように思われる。なぜそのよ
うなことになるのだろう。これは、宗教的行
動が社会的に共有され観察可能でかつ外見
的多様性が大きいのに対して、宗教的信念や
経験は概して個人的で観察可能性が低くか
つ多様性が小さいため、アンカリングなどの
認知バイアスによって宗教の多様性が過度
に強調されたためである可能性がある。人と
猿の行動や外見が大いに異なることは進化
論への反発を生んだが、実際には DNA という
観察不可能な構造はほとんど同じであるこ
とを想起されたい。もちろん、大卒（学歴）
以外に歴史性を反映できる代替指標を検討
する余地はあるが、そもそも歴史的系譜を定
量的・客観的に検証することは困難であり、
宗教についての理論的考察が客観性を担保
できるのかどうかは慎重な考慮に値する。 
 一方で、間宗教的態度は、他の神や宗教に
どのような判断を下すかという、社会的に共
有されうる観察可能な反応であり、多分に行
動的な側面が強い。そのためか、間宗教的態
度は、明確に分化された多次元の構造となり、
国別の文化による差が顕著に生じ、個人的特
徴の効果は無視できる。たとえば、日本の宗
教性は非排他的で包摂的であるという特徴
がある。「世界には正しい宗教は１つしかな
い」への賛成確率が８か国で平均２８％であ
るのに対し、日本はわずか８％である。宗教
的寛容という日本的美徳の表れかもしれな
い。日本は、「複数の『神』にはそれぞれに
役割がある」、「宗教にはより正しい宗教から
より間違った宗教に至る幅がある」などから
なる多神教的包摂主義とも呼べる因子のス
コアも高い。このように、間宗教的信念が質
的な違いのある４次元構造であるという点
はいわゆる多元主義などの理論にポジティ
ブなエビデンスなのだろう。 
これらの構造をもとにして、様々な分析が可
能となる。例えば、宗教と戦争の関係につい
て検討すると、宗教が戦争の原因であるとい



う見解をめぐって、多くの議論がなされてき
たが、今回の調査結果で「宗教と戦争」に関
連して得られた命題は、以下の７つである。
(1) 宗教度が高いほど、宗教の正しさにも関
心を持つ。(2) 宗教度が高いほど、宗教の正
しさに断定的になる。(3) 宗教度が高いほど、
自分の宗教が一番正しいと考える。(4) 宗教
度が高いほど、全ての宗教の正しさは等しい
と考える。(5) 宗教度が高いほど、寛容性と
非寛容性の両方が増加し、曖昧さが減少する。
(6) 宗教度が高いほど 宗教的愛国心は増加
する。(7) 宗教度が高いほど、世界の平和を
〈神〉に祈るようになる。これらは相互に連
関しているが、とりわけ(3)と(4)は興味深い。
なぜなら、両者は両立し難いように思われる
からだ。本発表では、「宗教的専心主義」も
加味しながら、この矛盾をいかに「解釈」す
べきかを考察していくことが今後の課題で
ある。 
また、宗教度と幸福との関連に注目すると、
宗教が精神的健康に影響を与えること、特に
主観的幸福感やウェルビーイングと密接な
関係にあることは、つとに指摘されてきた。
今回の調査でも宗教的信念を持つ（宗教度が
高い）ほど幸福であることが解明された。た
だ同時に宗教的な（宗教度が高い）ほど自己
愛性が高いことも明らかになった。さらに自
己愛であるほど幸福であることも示唆され
た。この宗教的であること、幸福であること、
自己愛であることとの関係を考察するとと
もに、嬉しい体験という充実感、ボランティ
ア体験といった社会活動、美術館に行ったり
クラシック音楽を聞いたりする文化的行動
との関連も分析した。 
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